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(１) 試行講習会の実施と標準カリキュラムの検討 

実施にあたっては、受講生と講師に実施したアンケート調査で試行講習会に対する意見を

得ることを大前提とし、その意見等をもとに内容（分野、分量、水準等）、構成、講師につい

て検討を行った。 
アンケート調査票は、カリキュラム検討に資するよう、カリキュラム構成要素（時間、テ

キスト、講師）をそれぞれ評価することができる設問項目とし、以下のように設計した。 

表３－４ アンケート調査票設問項目 

評価対象 受講生 講師 

進 行 
・時間配分 

・スライド等映像教材の過不足

・時間配分 

・スライド等映像教材の過不足

テ キ ス ト 

・内容の過不足 

・講習用としての適切性 

・イラスト、写真の過不足 

・わかりにくい語句 

・内容の過不足 

・講習用としての適切性 

・イラスト、写真の過不足 

・追加教材の必要性 

各

項

目

に

つ

い

て 講 師 ・話のわかりやすさ － 

 ・全体の理解度 － 

講 習 全 体 

・項目順序 

・内容の過不足 

・2日間を通した理解度 

－ 

個 人 属 性 

・移送サービス運転歴 

・年齢 

・性別 

・所属団体種別 

・同様の研修受講歴 

・氏名 
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今後各地域が主体となって講習会を開催していく基盤を広めることを狙いとして、全国 8

箇所で講習会を実施した。8 箇所の実施概要は以下の通りである。 

表３－５ 講習会実施概要 

熊 本  

会 場 ホテルルートイン熊本駅前/三陽自動車学校 

路 上 コ ー ス 三陽自動車学校内教習コース 

現地協力団体 熊本外出支援ネットワーク 

運 転 協 力 者

（H16.10.2 

～10.3）

参 加 人 数 11 名 講師 7 名 

会 場 レンガビル熊本（旧 九州電通労働会館） 

路 上 コ ー ス － 

現地協力団体 熊本外出支援ネットワーク 

 

運行管理業務

（H16.11.20 

～11.21）

参 加 人 数 6 名 講師 4 名 

会 場 大阪市社会福祉研修・情報センター/神戸市立本山交通公園 

路 上 コ ー ス 神戸市立本山交通公園内コース 

現地協力団体 関西 STS 連絡会 

大 阪

（H.16.10.23 

～10.24）

参 加 人 数 運転協力者：19 名 運行管理業務：26 名 講師 13 名 

会 場 長野障害者総合施設いつわ苑 

路 上 コ ー ス 長野県障害者リハビリセンター内コース 

現地協力団体 NPO 法人 長野県ハンディキャブ連絡会 

長 野

（H16.11.6 

～11.7）

参 加 人 数 運転協力者：6 名 運行管理業務：5 名 講師 9 名 

会 場 札幌千代田ビル/北海道立心身障害者総合相談所 

路 上 コ ー ス 北海道立心身障害者総合相談所駐車場内（要設営） 

現地協力団体 ホップ障害者地域生活支援センター 

札 幌

（H16.11.27 

～11.28）

参 加 人 数 運転協力者：15 名 運行管理業務：13 名 講師 9 名 

会 場 岡山県運転免許センター 

路 上 コ ー ス 岡山県運転免許センター内教習コース 

現地協力団体 岡山県保健福祉部障害福祉課福祉の 

まちづくり・障害者スポーツ推進班 

岡 山

（H16.12.11 

～12.12）

参 加 人 数 運転協力者：17 名 運行管理業務：18 名 講師 13 名 

会 場 宮城県運転免許センター 

路 上 コ ー ス 宮城県運転免許センター内教習コース 

現地協力団体 移動サービス・ネットワークみやぎ 

仙 台

（H16.1.15 

～1.16）

参 加 人 数 運転協力者：13 名 運行管理業務：17 名 講師 15 名 

会 場 津田山セミナーハウス 

路 上 コ ー ス 津田山セミナーハウス内駐車場・構内道路（要設営） 

現地協力団体 （株）JIN、（社）日本自動車工業会 

東 京

（H17.1.29 

～1.30）

参 加 人 数 運転協力者：28 名 運行管理業務：43 名 講師 13 名 

会 場 名城大学/中部日本自動車学校 

路 上 コ ー ス 中部日本自動車学校内教習コース 

現地協力団体 NPO 法人 移動ネットあいち 

名 古 屋

（H17.2.19 

～2.20）

参 加 人 数 運転協力者：14 名 運行管理業務：15 名 講師 17 名 

8 会 場  計 参 加 人 数
運転協力者 ：123 名 

運行管理業務 ：143 名 
講師 100 名 

※講師は延べ人数 
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アンケートより、各地の受講生の属性は以下のように整理される。 
年齢 移送サービス運転歴 
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特 徴 

 

移送サービス運転歴の比較的長い地域 

 ：熊本、大阪、仙台、東京 

 

同様の講習会の受講歴が比較的多い地域 

 ：岡山、仙台、名古屋 
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１) 講義内容 

＜試行講習会の実施方針と実施状況＞ 

【講義内容】 

講師の方へ講義を依頼する際、テキスト・カリキュラムの項目に沿って講義を進めてい

ただくようお願いした。 
8 箇所で開催した結果、テキストに掲載されていない内容を補助資料で講義する講師も

若干名いたが、概ねテキストに沿った内容で講義が行われた。 
協力団体の要望により、カリキュラムには含まれない【安全運転講習（教習所教官や警

察関係者による講義）】や【利用当事者の声（実際の移送サービス利用者による講話）】が

組み込まれた地域もあった。 
時間の都合で講義中にできなかった質問時間等を確保するために【まとめ】の項目を設

けたが、これは初期の講習会で実施したアンケートから、『受講生がお互いにどの団体か

ら来ているのかを知りたい』『情報交換をしたい』などの意見が寄せられたことにより、

自己紹介の時間としたものである。 
 

【時間配分】 

1 項目の時間は、受講生の負担も考慮して概ね 50～60 分、時間を要する実技は 1 項目

で 2 コマ分を確保して 110～120 分を提案している。 
8 箇所で開催した結果、講師や協力団体の意図によって若干変動したものの、概ね当初

の提案通りに進行した。しかし、担当部分の前半に重点的に時間を配分したために後半の

講義時間がなくなってしまったケースや、一部テキスト内容が豊富なために時間が不足し

たケースもあった。 
 

＜標準カリキュラムの作成へ向けた検討＞ 

【講義内容】 

講師と受講生のアンケートから、利用者理解や法律に関する項目について、更に詳しい

説明を求める意見が寄せられている。特に、脊髄損傷や慢性関節リウマチ、道路運送法

80 条とガイドライン等について詳細な記述を求める要望が挙げられる。実技では、セダ

ン型車両を使用している団体から移乗介助の実施を求める要望があった。活動団体の対象

者や方針が様々であること、ヘルパー講習の受講歴があって介助については専門知識を有

している受講生がいるなど、標準カリキュラムの中で受講生のニーズ全てを網羅すること

は不可能なため、各団体が、自分たちの活動内容に合った内容を標準カリキュラムに追加

していくことが、標準カリキュラムの有効な活用方策と考えられる。 
より詳細な内容を求める一方で、言葉の定義や法律については「内容が難しい」という

意見もあり、活動経験の少ない受講生にとっては必要に応じて基礎的な解説が必要と考え

られる。 
協力団体の要望で追加された【安全運転講習】ではテキストにはない危険予知や改正道

路交通法の詳細を、【利用当事者の声】では普段直接聞く機会の少ない利用者の感想や思

いなどを聞くことができ、受講生には好評だった。 
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【時間配分】 

アンケートから、例外的に 25～30 分となったものについては短いという意見が寄せら

れたが、1 項目 50～60 分の標準的なケースでは、概ね充分であるとの見解に至った。 
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２) 講師 

＜試行講習会の実施方針と実施状況＞ 
各地の人材の現況を把握するとともに、今後各地域で実施していく際の先導役となるこ

とを期待して極力現地の人材を起用した。現地で担当講師を手配できない場合には、検討

会や検討ワーキングの経験者等に依頼した。 
8 箇所で開催した結果、概ね全ての項目に通じている移送サービス実施団体の代表、ネ

ットワーク団体の代表等に担当していただいたほか、【利用者理解】と【接遇・介助】は

理学療法士や作業療法士に担当していただいた。また、【運転実技講習】については、一

部の会場では福祉タクシー運転従事者等の専門家に担当していただいたケースがある。前

述のように、【安全運転講習】は教習所の教官や警察関係者に、【利用当事者の声】は実際

の移送サービス利用者に担当していただいている。 

表３－６ 講師一覧 

担当講師の分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

団

体

代

表 

移

送

サ

ー

ビ

ス

団

体

代

表 

移
送
サ
ー
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ス
団
体
メ
ン
バ
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理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
等 

福

祉

タ

ク

シ

ー

運

転

従

事

者 

合

同

検

討

会

委

員

ワ

ー

キ

ン

グ

メ

ン

バ

ー

車

両

メ

ー

カ

ー

担

当

者 

警

察

関

係

者 

そ

の

他 

移送サービス概論 ○ ○    ○    

移送サービスの利用者を 

理解する 
○ ○ ○ ○      

移送サービスに関する法律・

制度を理解する 
  ○   ○  ○  

接遇・介助について ○ ○ ○ ○      

移送サービスでの運転に 

ついて 
○ ○ ○      ○ 

福祉車両について ○ ○ ○   ○ ○  ○ 

運転実技講習 ○ ○ ○  ○ ○    

安全運転講習        ○  
カリキュラム外 

利用者の声         ○ 

 
＜標準カリキュラムの作成へ向けた検討＞ 

講義内容の専門性から、【利用者理解】や【接遇・介助】では、関連する資格や経験を

有する人が担当することで、より効果的な講義ができると考えられる。実際に、アンケー

ト結果からは『基本を学ぶことができてよかった』『改めて基本の重要性を知ることがで

きた』等の意見が寄せられている。一方で、専門的な知識はあるものの移送サービス活動

に関連する知識や経験がある人は少なく、講義内容が概論的なものになってしまい、アン
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ケート結果でも『活動に即した講義をしてほしい』という意見が寄せられている。障害当

事者に講義を担当していただいたこともあったが、特定の障害に特化した講義内容となっ

てしまうケースもあった。このことから、これらの項目では、専門的な幅広い知識に加え、

移送サービス活動に関連する知識や経験を持っている講師が望ましい。 
【福祉車両について】では、一部車両メーカー担当者に担当していただいたが、普段の

乗降介助経験があまりないことから、現場に即した講義にはならず、アンケート結果でも

『活動に即した講義をしてほしい』という意見が寄せられている。このことから、車両に

関する知識に加え、乗降介助等の活動経験を持っている講師が望ましい。 
その他の項目は、総じて移送サービス活動で充分な経験があるとともに、必要に応じて

様々な団体の事例を示せるくらいの幅広い知識を有していることが望ましい。活動経験が

少ないために自分の団体を紹介するに留まってしまった講師に対しては、『様々な事例を

紹介してほしい』『特定の団体だけでなく一般的な講義をしてほしい』等の声がアンケー

トで寄せられている。 
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３) 進行方法 

＜試行講習会の実施方針と実施状況＞ 
テキストの活用方法や話の段取り等、講義の進行については、講師の自主性に任せた。

その結果複数の進行方法があり、以下に示す 4 つに整理される。 

表３－７ 進行方法 

進行方法 内容 

１ パワーポイント 

概ねテキストに準じたパワーポイントを主

として使用し、テキストは必要に応じて該

当ページを指示するのみ。 

２ テキストと講師の体験談 

映像教材は使用せず、テキストの重要部分

をかいつまんで講義し、自分の体験談を

所々に盛り込む。一部には、ほとんどテキ

ストの講義をせず、自らの体験談のみで講

義をした講師もあった。 

３ テキストと受講生の体験談 
映像教材は使用せず、テキストを音読し、

受講生の体験談を所々で話してもらう。 

４ テキストの音読 講師が、ほぼ終始テキストを音読する。 

 
＜標準カリキュラムの作成へ向けた検討＞ 

方法１は、文字の多いテキストに対して視覚的にわかりやすく、受講生には概ね好評だ

ったが、一方では『進行が早すぎて理解できない』という声も挙がっている。 
方法２は、テキストが主体のため内容を視覚的にイメージしにくいという欠点はあるも

のの、講師の体験談が聞けるため、『パワーポイントを使用してほしい』という意見以外

は概ね好評だった。ただ、テキストを使用した講義をせず、補助教材等により講師自身の

団体の話に特化した講師もおり、受講生からは『具体的でわかりやすい一方で、特定の団

体にしか通用しない話だった』という意見が寄せられている。 
方法３は、団体の規模や業務形態によって様々な活動内容が考えられるため、色々な方

法を聞くことは効果的と考えられる。ただ、今回は講師の経験年数が少ない場合に採用さ

れており、講師が基本的な内容を講義することなく受講生に話を振ってしまったため、基

本的な講義がおろそかになってしまった。 
方法４は、記載内容を読むことに時間を使ってしまい、一つ一つの言葉をかみしめるこ

とはできるものの、具体例や体験談等のように、実態に基づいた内容の理解につながると

ころまではいきにくい。 
方法１は進行が早いこと、方法３は時間の関係もあって基本的な内容よりも受講生同士

の情報交換の色合いが強いことから、初心者よりも現任者を対象とした場合に効果的と考

えられる。方法２は、講師の体験談が聞けるため、現任者ももちろん参考になるが、特に

初心者に対して知識が深まり、効果的と考えられる。 
それぞれの方法には以上のような特性があることから、受講生の経験年数によって効果

的な講義の進行方法を選択することが必要である。 
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４) 期間 

＜試行講習会の実施方針と実施状況＞ 
1 コマ 50～60 分の時間配分をもとにカリキュラムを検討した結果、全体を 2 日程度で

実施することが望ましいと判断し、開催日は、受講生の日常的な活動に与える影響や参加

することによる負担を考慮して土日に設定した。 
＜標準カリキュラムの作成へ向けた検討＞ 

概ね当初提案した時間配分で講義内容が収まることを踏まえると、10～12 時間を要す

るため、全てのカリキュラムを実施するには、2 日間程度の日程を組む必要があると考え

られる。 
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(２) 標準的な講習カリキュラムで満たすべき事項 

これまでの検討をもとに、標準カリキュラムを作成した。 
 

１) 標準的な講習カリキュラム一覧 
[時間数] 

○項目毎の時間は内容を網羅するために必要な時間の目安であるが、講師・団体の意図

による場合は、この限りではない。 
 

[オプションの扱い] 
○オプションは、研修時の必要に応じて講義に取り入れることで、受講者の知識を広め

たり、理解度を高めるなどの効果が期待されるものを例示している。ここに挙げたも

のは一例であり、各地、各団体の取り組みによりさらに多様なオプション項目の設定

が期待される。 
 

[講師] 
○例えば運転技術はあるが介助に関する知識が不十分等、特定の知識や技術しか有して

いない人では、移送サービスの講習に必要な全般的な話ができないため、全ての項目

について移送サービス活動での運転協力者経験が長く、活動全体を理解している人材

が望ましい。 
○講義内容の専門性から、特定の項目（介助や利用者理解）では、関連する資格や経験

を有する人が担当することで、より効果的な講義ができると考えられる（移送サービ

ス活動に詳しいことが望まれる）。 
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表３－８ 標準カリキュラム一覧（（ ）内は時間数） 

１．移送サービス概論（50 分） 

 ・移送サービスとは 

 ・国内の移送サービスの歴史と現状 

 ・意義と市民活動との関係 

２．利用者理解（50 分） 

 ・障害別の症状と対応 

３．接遇・介助（120 分） 

 ・接遇とマナー（心構えや服装など） 

 ・声かけの重要性 

 ・会話のポイント 

 ・守秘義務 

 ・移送サービスで必要とされる介助 

 ・その他移送サービスで使用する福祉機器

の紹介 

４．福祉車両（60 分） 

 ・各福祉車両の種類と特徴 

 ・乗降装置の種類と特徴 

 ・車いす固定装置の種類と特徴 

 ・ヘッドレスト・シートベルト 

 ・その他の装備 

５．法律・制度（50 分） 

 ・関係道路交通法/関係道路運送法 

 ・移送サービスに関係する制度 

６．移送サービスでの運転*（50 分） 

 ・移送サービスの流れ 

 ・移送サービスにおける安全運転の心構え 

 ・移送サービスで求められる運転マナー 

 ・高齢者の運転 

 ・マイカーを使用する際の注意 

７．安全・安心な運行と緊急時の対応（50 分） 

 ・車両の日常点検 

 ・リスク対応 

  -利用者の体調不良時 

  -車両故障時 

  -事故時 

 ・リスク防止 

  -感染症の予防 

  -悪天候・夜間・雪道での運転 

  -活動に関わる保険 

  -最近の交通事故の状況 

８．運転実技講習（1 人 20 分程度） 

 ・利用者への気配り 

 ・運転技術 

 
※6 と 7 は、試行講習会で「移送サービスでの運転について」の 1 コマだったが、豊富

な内容をカバーする時間を確実に確保するため、2 コマに分けた。 
 


